
 

 
(１) 

                              

    

市
民
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
巨
額
な
総
合
運
動
公
園
建

設
問
題
。 

本
年
３
月
議
会
で
（独
）都
市
再

生
機
構
（Ｕ
Ｒ
）か
ら
の
用
地
取
得

を
決
め
ま
し
た
が
、
そ
の
手
続
き

や
議
会
へ
の
情
報
提
供
に
様
々
な

問
題
が
あ
っ
た
と
わ
か
り
ま
し
た
。 

９
月
議
会
で
詳
細
に
質
し
た
と

こ
ろ
、
市
長
は
、
不
適
切
な
事
務

処
理
が
あ
っ
た
と
謝
罪
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
用
地
買
収
の
不
動
産
鑑

定
や
関
連
文
書
は
、
議
会
の
判
断

を
左
右
す
る
重
大
な
情
報
で
す
。

単
な
る
「誤
り
」で
は
す
ま
さ
れ
ま

せ
ん
。 

   

現
在
、
学
識
経
験
者
・
住
民
代

表
・
事
業
者
・
議
員
代
表
・
県
な

ど
31
名
の
策
定
委
員
で
構
成
さ

れ
る
委
員
会
で
基
本
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
て
お
り
、

３
回
目
の
委
員
会
で
市
長
は
〝
規

模
縮
小
〟
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。 

  

  

縮
小
内
容
は
、
陸
上
競
技
場
の

収
容
人
数
が
２
万
５
０
０
０
人
か

ら
１
万
５
０
０
０
人
に
減
り
、
サ

ブ
ト
ラ
ッ
ク
が
無
く
な
っ
た
等
。

代
わ
り
に
当
初
の
構
想
に
は
無
か

っ
た
宿
泊
施
設
や
温
浴
施
設
を
含

む
（仮
）ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

が
浮
上
。
建
設
・
維
持
管
理
費
用

も
不
明
で
、
結
局
、
予
算
全
体
の

縮
小
は
確
約
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

そ
の
上
、
東
日
本
大
震
災
復
興

や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
高
騰
す

る
資
材
や
、
深
刻
な
人
手
不
足
で

建
設
費
は
、
ど
こ
ま
で
膨
ら
む
の

か
予
測
で
き
な
い
状
況
で
す
。 

つ
く
ば
市
に
は
、
こ
れ
か
ら
福

祉
・
教
育
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

多
く
の
予
算
が
必
要
で
す
。
総
合

運
動
公
園
建
設
が
、
こ
れ
ら
の
必

要
な
事
業
に
影
響
し
な
い
訳
が
あ

り
ま
せ
ん
。 

   

こ
の
よ
う
な
中
、
市
民
有
志
が

総
合
運
動
公
園
を
考
え
る
市
民
の 

    会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
「
大
規

模
な
総
合
運
動
公
園
建
設
を
と
り

や
め
、
既
存
施
設
の
改
修
・
充
実

を
求
め
る
要
望
書
」
を
市
長
に
提

出
す
べ
く
、
つ
く
ば
・
市
民
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
共
に
署
名
活
動
を
８

月
初
旬
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。 

多
く
の
地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

建
設
反
対
の
署
名
は
、
２
か
月
間

で
５
０
０
０
筆
以
上
に
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。
必
ず
建
設
を
止
め
て
ほ

し
い
と
熱
心
に
訴
え
る
声
も
届
い

て
い
ま
す
。 

３
６
６
億
円
も
の
巨
額
な
総
合

運
動
公
園
建
設
は
、
つ
く
ば
市
の 

 

          

将
来
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
の

は
必
至
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

の
賛
否
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
直

接
決
め
る
住
民
投
票
の
実
施
が
必

要
で
す
。 

   

住
民
投
票
は
、
こ
れ
ま
で
つ
く

ば
市
で
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

全
国
で
は
、
合
併
や
原
発
建
設
、

公
共
施
設
建
設
な
ど
様
々
な
問
題

に
つ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
こ
そ
、
正
確
な
情
報
提
供
の

も
と
で
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

つ
く
ば
市
の
将
来
を
見
据
え
た
議

論
を
行
い
、
判
断
す
る
時
で
す
！

大
事
な
こ
と
は
市
民
が
直
接
決
め

よ
う
！ 
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※ 総合運動公園の建設反対署名にご協力いただける方は、事務局までご連絡ください。 



       

市
民
ネ
ッ
ト
に
は
、
「
総
合
運
動

公
園
は
要
ら
な
い
」
「
少
子
高
齢
化

は
目
前
で
、
も
っ
と
他
に
優
先
す
べ

き
こ
と
が
あ
る
」
「
Ｔ
Ｘ
駅
前
の
新

し
い
街
に
交
流
セ
ン
タ
ー
や
児
童
館

を
作
っ
て
欲
し
い
と
要
望
を
出
し
て

も
、
お
金
が
か
か
る
か
ら
と
実
現
し

な
い
の
に
、
何
十
倍
も
の
予
算
を
か

け
て
総
合
運
動
公
園
を
な
ぜ
作
る
の

か
？
」
な
ど
、
市
民
の
声
が
多
く
届

い
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
総
合
運
動
公
園
を
建
設

す
る
場
合
、
財
政
見
通
し
は
ど
う
な

る
か
質
問
し
ま
し
た
。 

市
が
Ｈ
24
年
に
公
表
し
た
中
期
財

政
見
通
し
に
よ
れ
ば
、
Ｈ
25
～
Ｈ
29

年
度
の
主
な
普
通
建
設
事
業
は
計
２

８
４
億
円
。
２
年
経
過
し
て
実
態
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
４
１
４
・
２
億
円
に
膨
ら
ん
だ

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。（
表
） 

総
合
運
動
公
園
を
建
設
す
れ
ば
、

こ
れ
が
さ
ら
に
膨
ら
む
こ
と
に
な
り 

  

     

ま
す
。
歳
入
の
大
幅
な
増
額
は
見
込

め
ず
、
結
局
は
市
民
生
活
の
様
々
な

分
野
に
し
わ
寄
せ
が
来
る
の
は
明
ら

か
。
そ
れ
だ
け
の
犠
牲
を
払
う
価
値

の
あ
る
事
業
か
、
広
く
市
民
全
体
の

意
見
を
聴
く
べ
き
で
す
。 

                 

つ
く
ば
市
が
平
成
25
年
度
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
た
い
と

答
え
た
小
学
校
１
～
３
年
生
は

62
・
２
％
、
お
よ
そ
３
９
１
８
人

と
推
計
で
き
ま
す
。
現
在
の
利
用
児

童
は
１
８
５
１
人
で
す
の
で
、
約
２

０
０
０
人
の
児
童
が
希
望
し
て
い
る

の
に
利
用
で
き
て
い
な
い
待
機
児
童

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

９
月
議
会
で
は
、
子
ど
も
子
育
て

支
援
法
制
定
に
基
づ
く
条
例
改
正
案

が
可
決
さ
れ
、
小
学
４
～
６
年
生
も

児
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
に
な
り
面
積
要

件
も
新
た
に
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
利
用
希
望
者
は
増
え
る
と
考
え

ら
れ
、
現
在
の
面
積
で
は
足
り
な
い

児
童
ク
ラ
ブ
が
出
て
き
ま
す
。
場
所

の
確
保
が
緊
急
の
対
策
と
し
て
必
要

で
す
。 

こ
れ
ま
で
、
児
童
ク
ラ
ブ
に
学
校

の
余
裕
教
室
を
活
用
す
る
こ
と
は
積

極
的
に
は
進
め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た 

       

が
、
今
回
、
教
育
長
よ
り
「
状
況
を

見
な
が
ら
進
め
て
い
く
」
と
い
う
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
活
用

を
進
め
て
頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

ま
た
、
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
れ
な
い

子
ど
も
達
は
、
平
日
の
放
課
後
や
夏

休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
中
、
自
宅
で

過
ご
す
時
間
が
長
く
な
り
、
体
力
低

下
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
依

存
、
防
犯
の
問
題
な
ど
が
心
配
で
す
。

こ
の
よ
う
な
様
々
な
問
題
が
子
ど
も

達
へ
し
わ
寄
せ
に
な
っ
て
い
る
と
も

言
え
ま
す
。
児
童
ク
ラ
ブ
登
録
以
外

の
子
ど
も
達
も
参
加
で
き
る
制
度
で

あ
る
「
放
課
後
こ
ど
も
教
室
」
に
も

力
を
入
れ
、
全
て
の
子
ど
も
達
が
放

課
後
に
豊
か
な
時
間
を
過
ご
せ
る
よ

う
進
め
る
べ
き
で
す
。 

他
に
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
・
増

員
、
時
間
延
長
な
ど
課
題
は
山
積
、

巨
額
の
総
合
運
動
公
園
を
作
る
よ
り
、

も
っ
と
子
育
て
に
必
要
な
施
策
を
進

め
て
欲
し
い
と
考
え
ま
す
。 

H25～29年度の支出見込み Ｈ25～29年度に計画されて 

いる主な普通建設事業 Ｈ23年度末試算 H26年9月試算

学校耐震化 20億円 37.9億円 

小中学校新増築 123億円 189.5億円 

ＴＸ関連区画整理 10億円 6.8億円 

基幹道路整備 28億円 37.2億円 

道路新設・改良・維持補修 24億円 64.6億円 

リサイクルセンター建設 32億円 27.4億円 

学校給食センター建設 30億円 32.8億円 

消防本部・中央消防署建設 17億円 18億円 

合  計       ２８４億円   ４１４．２億円 

つくば市議会議員 
文教福祉常任委員 

宇野 信子 

つくば市議会議員 
環境経済常任委員 

皆川 幸枝 

＜つくば・市民ネットワーク ホームページアドレス＞ http://www.geocities.jp/tsukubahotnet/（２）

一般質問の内容 

・既存スポーツ施設の役割と
今後の維持管理、更新の費
用見込 

・総合運動公園を建設した場
合の、今後の財政見通し

・総合運動公園の用地取得期
限に関し、UR からの回答
文書が収受手続きされてい
なかった問題 

一般質問の内容 
・子ども・子育て支援計画 
   アンケート実施結果 
   児童クラブの課題 

・合併について 
   茎崎町との合併検証

土浦市との勉強会 



総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て
は
土
地

買
収
の
段
階
か
ら
疑
問
な
点
が
多
く
、

調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
、
多
々
不
適

切
な
点
が
判
明
。
９
月
議
会
で
追
及

し
た
と
こ
ろ
、
事
務
処
理
上
の
ミ
ス

と
し
て
最
終
日
に
市
長
の
謝
罪
が
あ

り
ま
し
た
。（
詳
細
は
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
議
会
速
報
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。） 

し
か
し
、
問
題
は
事
務
処
理
上
の

ミ
ス
な
ど
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、

議
員
の
判
断
を
左
右
す
る
か
も
し
れ

な
い
重
要
な
情
報
が
隠
さ
れ
て
い
た

点
に
あ
り
ま
す
。 

疑
惑
の
一
つ
は
、
土
地
取
得
に
あ

た
り
市
が
行
っ
た
不
動
産
鑑
定
。 

土
地
取
得
を
決
め
る
３
月
議
会
で

は
、
こ
の
不
動
産
鑑
定
に
つ
い
て
１

社
し
か
説
明
も
提
示
も
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
当
時
、
市
民
ネ
ッ
ト

は
、
市
の
不
動
産
鑑
定
資
料
を
提
供

す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
時
点
で
は
評
価
額
１
万
６
８
０
０

円
／
㎡
と
す
る
資
料
だ
け
が
提
示
さ 

       

れ
ま
し
た
。
結
局
、
３
月
議
会
で
は
、

約
46  

の
用
地
を
約
66
億
円
で
取

得
す
る
こ
と
が
１
票
差
で
決
ま
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
６
月
議
会

で
も
う
１
社
、
不
動
産
鑑
定
を
し
て

お
り
、
そ
の
評
価
額
は
９
１
３
０
円

／
㎡
だ
っ
た
と
判
明
。
高
額
な
評
価

額
し
か
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ

け
で
す
。
そ
の
後
、
更
に
情
報
公
開

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
こ
の
他
に
も
手

続
き
や
進
め
方
、
つ
じ
つ
ま
の
合
わ

な
い
答
弁
な
ど
矛
盾
が
次
々
に
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。 

総
合
運
動
公
園
整
備
３
０
０
億
円

に
つ
な
が
る
重
要
な
案
件
だ
け
に
、

こ
れ
ら
の
疑
問
や
矛
盾
は
計
画
そ
の

も
の
へ
の
疑
念
や
不
信
に
通
じ
ま
す
。 

市
民
に
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
へ

の
情
報
隠
し
は
、
ひ
い
て
は
市
民
へ

の
背
任
行
為
で
あ
り
、
詫
び
て
済
ま

さ
れ
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
引

き
続
き
真
相
を
究
明
し
て
い
き
ま
す
。 

 

＜連絡先＞ つくば・市民ネットワーク Tel＆Fax：029-859-0264 E-mail：tsukubahotnet@ybb.ne.jp （３） 

つくば市議会議員 
総務常任委員会副委員長 

北口ひとみ 

 9月14日（日）アルスホールで、元東芝の社員で原

子力プラントの設計技術者でもあった工学博士：後藤政

志氏による講演会が開催された。 

 テーマは「東海第2原発・適合性審査を問う」。三連

休の中日にもかかわらず、参加者120名が集まり、3時

間に及ぶ解説に聴き入った。 

講演では、再稼働に向かう国の判断が如何に危険であ

るかについて研究者の視点で詳細に説明があった。 

特に東海第2原発の危険性について、地震対策・福島

とは異なる沸騰水型特有の構造・致命的な欠陥がある可

燃性ケーブルなど7項目の指摘があった。改めて「東海

第2原発を廃炉にすべき」の思いを強くした参加者は多

いと思うが、まだまだ県民には知られていない。   

「東海第2発電所の再稼働断念を求める請願」は

20,000筆以上集まり茨城県議会へ提出された。しか

し、自民党が大多数を占めており、継続案件として判断

が先送りにされている。 

再稼働などとんでもない！一刻も早く廃炉に向かうよ

う12月の県議選では「再稼働に反対する議員」を１人

でも多く県議会へ送り出そう! 

一般質問の内容 

・総合運動公園の土地取
得について 

・つくば市農業基本計画
案の進捗とパブリック
コメントについて 

土浦市との合併勉強会が進んでいます。
昭和・平成と、国の「合併を進めることで
自治体数を減らし、地方交付税を削減す
る」という目論見のもと、全国で合併が加
速しました。 
その結果、庁舎が統合され、職員数も削

減、面積も広くなり、地域の隅々まで目が
届きにくくなり、特に周辺部の住民サービ
スが低下するという現象は多くの自治体で
発生しています。 
つくば市が土浦市と合併すれば、予算規

模が700億円から1300億円程度になりま
すが、中核市になると県からの権限移譲に
より市が単独で行う事業が増え、保健所の
設置など負担も重くなります。 
旧茎崎町との合併の検証も不十分、合併

することで住民にとってデメリットが多
く、合併は進めるべきでないと考えます。

ha



 

つくば・市民ネットワークは、３人の市議を送り

出し、つくば市議会議員の女性比率を大きく上げて

いるが、まだまだ男性が多い。しかし、議会傍聴を

して、議員の発言を聞いている分には、女性が元気

だ。発言の回数、声の張り、滑舌、内容などなどい

ろんな意味で良い。議場ではどの議員にも同じよう

に発言の権利はあるはずで、私が傍聴をした日に

は、女性議員はたぶん全員が発言していた。 

議場で、発語（ヤジまたは私語）はしても、発言

はしないという議員も複数いた。反対討論をする人

がいなかったので、賛成なのかというと、決を採る

と、実は反対していたということもあった。私たち

つくば市民は、この人たちに決め事をお任せしてい

るんですね。(>_<) 

議場では、市長と行政マンが

ずらりと前に並んでいるが、こ

の列に女性の姿が見られない

のは非常に寂しい。ちなみに、 

傍聴席は女性が多い。（春日在住 Ｔ．Ｍさん） 

（４）

つくば・市民ネットワークの主な活動報告 
 7/19、20 全国市民政治ネットワーク全国交流集会参加

 7/25 ダンボールコンポスト講習会開催 

 7/26、27 市民と議員の条例づくり交流会議 

「行財政縮小時代と市民自治体」参加 

 8/ 1、4、22 議員と話そう会開催 

 8/ 2 第2回総合運動公園を考える市民フォーラム共催 

 8/ 8、9 全国政策研究集会参加“市民自治で未来を拓く”

 8/20 「遺伝子組み換え作物の栽培実験及び試験栽培の 

     即刻中止を求める要請」提出 

 8/23、24 「先進自治体に学ぶ―『公共施設等総合管理

計画』のつくり方」参加 

 8/23、24 自閉症カンファレンスNippon2014参加 

 9/ 6 市政地区別懇談会（桜中学校区）参加 

 9/ 8～9/25 9月定例市議会（北口、宇野、皆川） 

 9/13 楽楽大学「人をつなぐ居場所サミット」参加 

 9/14 後藤政志氏講演会「東海第2原発・適合性審査を問う」

   参加 

 9/23 さようなら原発全国大集会参加（東京） 

 10/ 5 つくば市議会基本条例（案）説明会参加（市内３か所）

 10/ 5 「今、甲状腺検査を受ける意味（西尾正道氏）」参加

 10/ 5 「今こそ、日本国憲法を生かそう（伊藤真氏）」参加

 10/ 7、8 市議会決算特別委員会（宇野） 

※総合運動公園を考える市民の会、放射能汚染から子どもを守

ろう＠つくば、脱原発ネットワーク茨城の定例会へも参加。

※テーマごとの部会活動の他、委員会・審議会、学習会等

へも多数参加しています（詳細はＨＰをご覧ください）。

「A2-B-C」とは、甲状腺検査で使われている用

語のこと。何も見つからなければ「A1」、嚢
のう

胞や結

節などの状態によって「A2」「B」「C」となります。

映画では、テレビでは報道されない福島の厳しい現実

と切実な訴えが、カメラを通して静かに映し出されます。

８月までに福島県内で甲状腺がん（疑い含む）と判定

を受けた子どもは104人にのぼっています。国は早々

と「この結果は原発事故とは因果関係なし」と結論付け

ましたが、拙速という専門家の指摘も多いのです。 

 私たちは、子どもの健康被害を主題にして皆さんを

怖がらせたいのではありません。これから何に気を付

けて生活していけばいいのか、どこから情報を得たら

いいのか、話し、つながるきっかけを作りたいのです。

放射能のことが「言えない・話せない」は卒業し、

どんどん声をあげましょう。そのきっかけのひとつと

して、ぜひ足をお運びください。 

（11 月 26 日、もっくんカフェでも上映します。 

詳細は http://a2bc-tsukuba2014.jimdo.com/） 

A2-B-C 上映実行委員会つくば より

議会の報告、身近な問題
について話し合います。
ど な た で も お 気 軽 に
お越しください。 

11/ 6（木）１０時～１２時 小野川交流センター

11/ 9（日）１３時半～１５時半 ふれあいプラザ（茎崎）

11/10（月）１４時～１６時 竹園交流センター

つくば環境フェスティバルに出展します
2014.11.8（土）・9（日） 
つくばカピオ・大清水公園 

ダンボールコンポスト（ダンボール箱を使った生ごみ
堆肥化）と雑紙分別クイズで家庭でできるごみの削減
方法を紹介します。ぜひ、お立ち寄りください。 

つくばサイエンスインフォメーションセンター

定員１００名 上映協力金：５００円 

主催：A2-B-C 上映実行委員会つくば 
   （ a2bctsukuba＠gmail.com ） 
協賛：つくば・市民ネットワーク 他 


